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HiRDBの金融情報系への適用

金融情報系では並列データベースを適用することにより,信頼性,生産性の高いシステムの構築を目指す｡HiRDBは,S()L並列機能,トランザ

クション並列機能をサポートし,高スループットを実現する｡

最近,並列処理の技術が科学技術計算だけでなく,

ビジネスユースでも注目されている｡その代表的な

ものが並列データベースである｡並列データベース

を導入することにより,ビジネスアプリケーション

に大きな変化が生じている｡金融系のアプリケーシ

ョンはその典型的な例であり,特に金融情報系では

大量のデータを扱っており,並列データベースの効

果が大きい｡

そのため,日立のスケーラフリレデータベース サ

ーバ"HiRDB''(HighlyScalableRelationalData-

base)を並列データベースの例としてあげ,その特

長と金融情報系への通用の可能性,および並列デー

タベースを適用することによって発生する業務の変

化の可能性について寸是案する｡

*

口立製作所ソフトウェア開発本部
**

日立ソフトウェアエンジニアリング抹式全社
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DB

ll はじめに

近年,データベースの大規模化に従って並列処理技術

が注目を浴びている｡それは,計算機のハードウェアの

進歩に比べてデータ量の増加のほうが速く,並列化でそ

のギャップを埋めることが必要となったためである｡特

に金融系では,金利自由化の流れの中にあって,情報系

のシステムを重視するようになり,単に情報を蓄積する

だけでなく,これを自由に活用する必要性が高まって

いる｡大別して以下の二つの項目が,並列化を行うこと

によって期待される｡

(1)新しいアプリケーション分野の創造一超高速検索の

実現

従来の計算機とデータベース技術では現実的に不可能

なことが並列化を行うことによって実現できる｡例えば,

従来,検索を行うと数時間以上かかるためエンドユーザ

ーには検索させていない明細データなどを,直接検索さ

せることが考えられる｡

(2)従来システムの飛躍的拡大に追随一スケーラビリテ

ィの実現

最大規模のメインフレームをもってしても追随しがた

い規模の増大に,スケーラブルに追随することが期待で

きる｡規模は,アクセス数の増大もあるが,データの増

大のほうが速い｡

新しく構築するシステムでも,規模の増大に合わせて

システムを拡大できることが約束されると,小さいシス

テムで構築して順々に拡大すれば投資を段階的に行え

る｡また,一度開発したシステムを移行せずに維持でき

る通用効果が大きい｡

ここでは,新しい並列データベースとして日立製作所

が開発したスケーラブルデータベースサーバ"HiRDB”,

および金融情報系のシステムでHiRDBを用いた新しい

システムについて述べる｡

田 並列データベース"HiRDB”

2.1並列データベースの概念

並列データベースでは,複数のプロセッサ上にデータ

ベースを構築し,同時に並行して検索を行うことによっ

て高速な応答を得ることができる｡

こうした並列検索ができるのほ,一つのデータベース

を各プロセッサに分割して格納(分割表と言う)すること

によr),各プロセッサから並行にアクセスできるように

してあるからである｡さらに,SQL(Structured Query
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図l並列データベースの概念

分割した表に対し,複数のプロセッサから並行にアクセスするこ

とによって応答性を改善する｡

Language)の検索要求が集合的であるために,分割して

.並列に実行するのに適しているからである(図1参照)｡
2.2 HiRDBのアーキテクチャ

(1)シェアドナッシング(SharedNoting)方式

HiRDBは,複数のプロセッサ間でメモリやディスクを

共用しないシェアドナッシング方式を採用した｡

シェアドナッシング方式は,ノード間で共用するリソ

ースがなく,複数のノード間で同じデータを参照,更新

することがない｡お互いに排他的に軌作する必要がない

ため,ロック制御は一つのノードに閉じて行うことがで

きる｡このため,並列処理時の干渉がなく,ノード数の

増加に比例した性能が得られる｡

(2)サーバの構成

HiRDBは,内部的にソフトウェアの各コンポーネント

をサーバ化し,各サーバを複数のノード上に分散配置し

た分散マルチサーバ方式で実現されている｡これによr),

ノードの物理位置に対して透過的なソフトウェア構造を

実現し,さらに障害発生時の可用性を高め,サーバ間の

負荷バランスを容易にしている(図2参照)｡

クライアントから与えられるSQL文は,外部ネットワー

クに接続しているノードのプロセッサが受け付ける｡こ

のプロセッサで,受け取ったSQL文を解釈してデータの存

在するノードを調べ,そのノードのデータベース処理サー

バに処理を通知する｡さらに,データベース処理サーバが

処理を終えたとき,その結果をクライアントに通知する｡

(3)フロータブルサーバの導入

さらに特徴的なことは,HiRDBには｢フロータブルサ

ーバ+と呼ぶ,CPU処理の負荷をバランスするためのサ

ーバを定義することができることである｡このサーバは

分割表を持たないデータベース処理サーバであり,例え
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図2 HiRDBのサーバ構造

各サーバを複数のプロセッサ(ノード)へ配置する｡S()L受け付け

サーバはS(〕Lを分割し,各サーバヘの実行指示を行う｡

ば,大量検索時のソート処理やマージ処理など,CPU負

荷の高い仕事を分担して特定ノードに集中した負荷を分

散することができる｡

2.3 HiRDBの特徴

HiRDBの特徴について次に述べる(図3参照)｡

(1)スケーラビリティ

HiRDBは,複数のプロセッサ_Lで動作できる｡各プロ

セッサ間は,ネットワークで接続されている以外は共有

しているリソースを持たない｡したがって,非常に高し､

スケーラビリティが実現できる｡処理量が増えてもプロ

セッサを増加することによって対応できる｡データベー

スのデータ量が増えても,プロセッサ追加で一定の応答

時間を保つこともできる｡

(2)広範囲に並列処理技術を適用

(a)HiRDBでは,検索用SQL(SELECT)だけでなく,

更新系SQL(UPDATE,INSERT,DELETE)も並列

化して実行できる｡

(b)運用関連機能(データロード,バックアップ･リカ

バリ,リランなど)を並列で実行できる｡通常の運用機

能で並列化できないものがあるとネックとなり,大規

模なデータベースの維持は難しい｡

(3)高信頼性

(a)HiRDBの基本的Iul復機能は,日立のメインフレー

ム上のリレーショナルデータベース``ⅩDM/RD”

応答時間の改善

運 用 の 容 易 化

基幹業務への適用

標準化の適用

マシン非依存性の確保

一×ゝ＼

＼ _

(1)スケーラビリテイ

(2)並列実行

(3)高信頼性

(4)運用一元管理

(5)オー7Dン性

図3 HiRDBの特徴

HiRDBは,基幹系の業務にも耐えられるような,信頼度の高いシ

ステムの中核となる製品である｡

(ExtensibleDataManager/RelationalDatabase)の

技術を踏襲している｡

(b)データベース容量増大に対応できるように,匝1年k

処理を推列化して強化した｡シェアドナッシング方式

のため,各データベース アクセス サーバは,おのお

ののログをもとに自律的にj宜行して再開始処珂lを行う

ことができる｡

(C)各プロセッサ(ノード)障害時は,ノードをりプリモ午

えて処理を続行できる｡シェアドナッシングではある

が,障害対策上引こ2台のノードでディスクを共有して

おき,rIA(High Availability)モニタと呼ばれる監視

機構を鞘いて行う｡通常時は什系からだけアクセスす

るので,シェアドナッシングの特性を失うことはない｡

(4)オープン性

(a)HiRDI〕は,Ⅰ-ⅠトUX/WE2ベースのデータベース

であるが,特別なハードウェアに依存していないため,

高いポータビリティを持つ｡今後,サーバについては,

米国IBM社のSP2,米凶Hewlett-Packard社,SUNや=

のプラネットフォームへの搭載を予定している｡

(b)各種標準化(ISO SQL,OSIRDA,Ⅹ/Opell紺ⅩA

など)に準拠する｡

B HiRDBの適用

金融機関でHiRDBの特徴をチ‡三かすと,ほとんどすべて

の業務を対象にすることが考えられる｡既存システムの

ソフト財産の継続性が重要となる勘定系オンラインシス

テムについては,当面メインフレームでのシステム遠別

※1)SUNは,米国での米田SunMicrosystems,IllC.の青緑

商標である｡

※2)Ⅹ/Opellは,Ⅹ/OpenConlpanyLimitedの英田ならび

に他の国における登鎚商標である｡
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が現実的であり,リレーショナルデータベースを必要と

する情報系システムへの通用があげられる｡さらに,デ

ータ処理の高速化技術は,長年の問題点として顕在化し

ているバッチ処理の改善に適用することが期待できる｡

3.1情報系システムへの適用

情報系システムとしての役割は,銀行内外で発生,入

手できる情報(データ)を用い,最終的に銀行としての収

益および顧客サービスの向上を図るものである｡このた

め各金融機関は,システムのインフラストラクチャが本

来の目的を達成するような最適システムの構築を実現す

るため,情報系システムの開発を行ってきた｡しかし,

データベース構築の面で,ハードウェアとソフトウェア

の大きな技術的制約が生じてきた｡本来,すべての顧客

を対象とした管理,分析を行いたいところを,コストパ

フォーマンスを考慮して,対象顧客を限定し,またデー

タの事前加工(検索パターンによる集計)を行っていたか

らである｡そのため,情報系システムのデータベース構

築にあたっては,(a)大量データの蓄積,(b)大量データの

高速更新,(c)大量データの高速検索,(d)容易なデータ編

集の4項目を構築に必要なシステム要件とした｡

(1)大量データの蓄積

対象となるデータ規模は,約300万顧客以上である｡さ

らに統計計数データ〔営業店数×勘定科目×履歴数×デ

ータ属性(残高,積数,平残など)をテーブル化したもの〕

HlTAC Mシリーズ 3500シリーズ

表l 具体的な業務

情報系システムヘ適用する場合の業務例を示す｡

収

益

管
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店
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蛸
預
預
A
L
M

マ
ー
ケ
テ
ィ
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顧客管理(渉外支援)

資金フロー分析

エリアマーケティング

テレマーケティング

取引明細履歴検索

を含めると,勘定系システムで保有している以上のデー

タを蓄積することになる｡データベース容量としては,

100Gバイト以上必要となる｡

(2)大量データの高速更新

データベースを有効活用するためには,そのデータの

鮮度を保つことが重要な要件となる｡そこで,情報系シ

ステムで保有するデータベースに対し,日々変化する計

数データを逐次更新する必要があり,また月次による計

数確定処理が必要になる｡その更新性能は,勘定系オン

ラインシステム(ピーク時約10万件/h,100万件/d)と同

程度必要である｡

(3)大量データの高速検索

データベース検索の応答時間は,システムの操作性を

評価する一つのポイントとなる｡検索業務はデータベー

スの全件数から一定の条件に従ったデータ抽出(条件検

索,絞り込み検索)が主になる｡具体的な業務としては,

複数顧客の一括検索が考えられる｡これは,ある顧客と

エンドユーザー
本部

勘定系オンラインシステム

H汀AC†Mシリーズ
勘定系オフラインシステム

期日管理作顧

成客
報
dニ

監守真空芸

取り引きログ

PC･WS

企画部

支店部

融資部

営業店
PC･WS

A

B

C

逐次更新(ディレード処理)

l;写7努㌍仁l
Tra【Sbatch

サーバ1
マスタ

非
定
型

検

索

DB

取り引き
明細

統計
DB

t

取り引きロクr

I
Transbatch

サーバ2

Transbatch

サーバ3

日次処‡里

悌7穿空仁

月次確定

l;写7賢㌍仁

定

型

検

索

Tra【Sbatch

サーバ〔

HiRDB

l

バックアップ

注:略語説明 WS(Workstation)

図4 新情報系システムイメージ

金融系情報システムヘの適用例である｡大量データの検索･更新にH旧DBの適用が考えられる｡
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関連のある顧客(系列企業など)が主となる顧客をもとに

一括検索するものである｡これらの検索応答時間では,

秒オーダーを保証する必要がある｡従来この応答時間を

短くするために,データベースの細分化を余儀なくされ

システムの複雑化を招いていた｡

(4)容易なデータ編集

エンドユーザーがデータベースを活用するためには,

データ編集に必要な,(a)ソート,(b)マージ,(C)テーブル

の結合(Join),(d)データの集約(Grouping)の四つの基本

的な機能を高速に実行する必要がある｡

さらに,エンドユーザーが使い慣れたスプレッドシー

トへのデータの取り込みにより,データの2次加工,つ

まりエンドユーザーコンピューティングの推進が図られ

る｡情報系システムへの適用例を表1に示す｡

3.2 バッチ業務への適用

情報系システムの充実によってバッチ業務は減少傾向

になると考えられるが,オンラインシステムでの一指処

理であるBMP(Batch Message Program)データの作

成,月次処理,決算処理などは,勘定系オンラインシステ

ムの大幅な変更がないかぎり,依然として高負荷なデー

タ処理として今後も残る｡その対応として,Transbatch

(大量データ分散処理支援機能)とHiRDBの組み合わせ

による大量データ分散並行処理機能の採用がある｡バッ

チ業務への適用は,情報系システムと一体となって取り

組むことにより,いっそう大きな成果が期待できる｡具

体的には,月末マスタ作成処理を情報系システムに移行

することが考えられる｡月末マスタ作成は,各口座ごと

の月末時点の残高や利息計算を行っている｡この処理は

通常10時間程度かかって膨大な計算能力を必要としてお

3500シリーズ

り,システムのスケーラビリティが重要になる｡また,

既存のバッチ処理自体の削減対象として,エンドユーザ

ー向け帳票作成処理があげられる｡これは,情報系シス

テムとしてのデータベースを充実させることにより,本

部または営業店のエンドユーザーから要求されていた帳

票をデータベース検索によって代えるものである｡

3.3 新情報系システム

当面,基幹となる勘定系システムは,実績のあるメイ

ンフレームでのシステム構成が現実的である｡新情報系

システムは,勘定系システム(メインフレーム)と,

UNIX滋3)システムである日立のクリエイティブサーバ

3500シリーズマシンと接続することにより,データの受

け渡しを行う｡そのシステムイメージを図4に示す｡

(1)逐次更新

勘定系オンラインシステムで発生する勘定取り引きロ

グは,発生のつど,もしくは一定間隔で新情報系システ

ムに取り込み,マスタデータベースの即時更新を行う(デ

ィレード処理)｡この処理は,勘定系システムの能力に追

随する必要があり,データ量の伸びとともに性能を向上

(スケーラビリテイ)させる必要がある｡

(2)口次処理

勘定系オンライン終了後,日次確定や各種目的別デー

タベース(統計データベース,ALMデータベースなど)の

作成･処理を行う｡日次処理の処理時間については,勘

定系システムのバッチ処理同様に大量のデータを処理す

るため,分散,並列処理の効果が期待できる｡

※3)uNIXは,Ⅹ/OpenCompayLimitedがライセンスして

いる米国ならびに他の国における登録商標である｡

目的別DB群

マスタ
DB

目的別

DB作成

HiRDB

∈〕〔∃

HiRDBクライアントライフうリ

DBPARTNER

EXCEL
Lotus

ト2-3ヰ1

OFIS/POL
†0r

Wrndows咤

PC

HiRDBクライアントライブラリ

ユーザー業務フロログラム

PC

HiRDBクライアントライブラリ

EXCEED3/W
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注:*1+otusl-2-3は,米国Lotus

Development Corp･の商品

名称である｡

*2 Windowsは,米国Microsoft

Corp.の商標である｡

図5 データベース検索
パターン

並列データベース化による

レスポンスの向上の結果,目

的別データベースだけでな

く,マスタデータベースの操

作も可能となる｡
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(3)月次処理

日次処理同様,各口座の月末時点での計数を確定し,

マスタデータベースの更新を行う｡

(4)非定型検索

データベースの利用形態は,その時々のエンドユーザ

ーニーズによって変化する｡従来,その変化をシステム

部門で新規検索メニュー,もしくは帳票作成という形で

対応していた｡

しかし,要求した時点から要求したものができるまで

の時間(ターンアラウンドタイム)が数日から数か月と長

く,またシステム部門の開発案件(バックログ)が年々増

加する一方であった｡非定型検索は,ターンアラウンド

タイムの短縮とシステム部門のバックログ解消を行うも

のである｡この機能は,HiRDBとパソコンソフトを連携

するソフト"DBPARTNER''(Windows対応DBアクセ

スツール)や,エンドユーザーが日ごろ使い慣れたスプレ

ッドシートを用いて実現する(図5参照)｡

(5)定型検索

エンドユーザーから要望の多い照合処理やそれが不変

的なものは定型メニューとして作成し,システムの操作

性を高める必要がある｡その際のプログラム開発では,

非定型検索によるデータ検索と,スプレッドシートによ

るデータ編集を行ってプロトタイプを作成し,それを手

直ししていくスパイラルアプローチが可能である｡さら

に,オフ1ジュクト指l昌J言語でのユーザー アプリケーショ

ン プログラム開発によって生産性向上が図れ,常に生き

た情報系システムにすることが可能になる｡

これらHiRDBが提供する機能を使うことにより,操作

性,信頼性,生産性の高い情報系システムの構築を図る

ことができ,本来求められているシステムへ一歩前進す

ることが可能である｡

田 性能と規模

マスタデータベースを全件検索するモデルを用いて,

並列機の台数規模を見積もる｡

性能は,データベースの行長や列数,取り出し行数な

どによって変動する｡性能と規模の例を図6に示す｡

0

0

0

0

4

3

2

1

(∪三

臣
皆
ぺ
八
顎
ぺ
上

注:･････････……･･(1.000万件の検索)

(500万件の検索)

-(300万件の検索)

1 2 4 8

プロセッサ台数

注:3500/540,または545程度のマシンを想定(行長500バイト,出力行数

1,000件の場合)

図6 全件検索性能

プロセッサ台数に応じて,スケーラブルな応答が期待できる｡

1,000フブ件の検索を1台のプロセッサで行った場合,約

40分かかるケースが,4台では約10分というようにスケ

ーラブルな検索性能が期待できる｡

B おわりに

並列データベースの秘めている可能性は非常に高く,

特に金融情報系のように大量の情報を扱う場合は,その

効果が期待できる｡

並列データベースを用いて再構築を行うことは,業務

の形態にも少なからず影響する｡現状,膨大な帳票を出

ノJしているが,参照頻度の低いものはその場で検索する

ことができるようにし,帳票を出力しない方向になると

思われる｡また,参照頻度の高いものは目的別データベ

ースを事前に作成するほうが効率が良く,これもプログ

ラムレスでパラメータ類を指定するだけで作成できるよ

うになる｡エンドユーザーがみずから目的別データベー

スを自由に構築する,または改良することもありうる｡

これによってシステム部門の負荷を大幅に削減すること

ができると考える｡

スケーラブルデータベース サーバ``HiRDB''は,新し

い並列データベースとして開発したものであり,これによ

って金融情報系での超高速検索とスケーラビリティの実

現が可能となる｡今後も機能,性能,信頼性のニーズにこ

たえて,"HiRDB''の技術の向上に努めていく考えである｡
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